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第169期関西労働学校のご案内第169期関西労働学校のご案内

①
枕
草
子
か
ら
「
春
は
―
―
」

②
自
○
○
、
お
○
○
、
○
○
配

③
マ
ー
ケ
ッ
ト

⑤
高
慢
な
人
を
の
の
し
っ
て
言

う
こ
と
ば

⑥
―
―
楚
歌

⑧
治
療
な
ど
で
歯
を
ぬ
く
こ
と

⑪
釣
り
を
す
る
人

⑬
青
息
―
―

⑮
孫
悟
空
が
乗
っ
て
い
た
雲

⑱
ま
と
め
役
。
同
窓
会
の
―
―

⑳
―
―
に
反
す
る
罪
に
問
わ
れ

た
戦
犯

㉑
―
―
で
ち
ょ
っ
と
一
杯

㉓
悪
魔
を
避
け
る
た
め
の
も
の

㉖
予
定
の
価
格

㉗
幸
○
○
、
不
○
○
、
○
○
命

①
ウ
ラ
ル
―
―
山
脈

④
―
―
を
担
い
で
ワ
ッ
シ
ョ
イ

⑦
散
っ
て
く
さ
っ
た
葉

⑨
○
○
に
う
ぐ
い
す

⑩
何
度
投
稿
し
て
も
○
○
に
な

り
掲
載
さ
れ
な
い

⑫
米
国
漫
画
の
こ
う
も
り
男

⑭
物
事
を
す
る
の
に
気
が
進
む

こ
と
。す
っ
か
り
―
―
に
な
る

⑯
た
め
し
に
飲
む
こ
と

⑰
真
の
価
値
。
―
―
を
問
う

⑲
め
で
た
い
こ
と

タ
テ
の
キ
ー
♡

ヨ
コ
の
キ
ー
♢

【解　答】

古紙配合率１００％再生紙を使用しています。

クロス
ワード ９月号の解答と当選者

答え＝まずは暮らし再建

当　選　者当　選　者
金子ゆり子（枚方保健所）
山上元比古（なにわ南府税事務所）
浜地　敬二（東部流域下水道事務所）
新海　直子（泉佐野保健所）
梶村のり子（保健医療室）

　

大
阪
自
治
労
連
の
副
委
員

長
を
９
月
に
退
任
し
、
引
き

続
き
10
月
か
ら
府
職
労
執
行

委
員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

２
年
間
の
ご
支
援
と
ご
協
力

に
感
謝
。
２
年
間
の
経
験

を
、
橋
下
府
政
と
対
決
す
る

府
職
労
運
動
に
活
か
す
決
意

で
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
願

い
ま
す
。

す
べ
て
を
疑
え

自
分
の
頭
で
考
え
ろ

　

娘
た
ち
か
ら
「
好
き
な
モ

ッ
ト
ー
」
を
訊
か
れ
た
マ
ル

ク
ス
は
、「
す
べ
て
を
う
た

が
っ
て
か
か
れ
」と
答
え
た
。

　

石
川
康
宏
神
戸
女
学
院
大

学
教
授
は
、
こ
の
マ
ル
ク
ス

の
言
葉
を
紹
介
し
、「
そ
れ

は
他
人
の
判
断
を
鵜
呑
み
に

す
る
な
、
判
断
を
他
人
ま
か

せ
に
す
る
な
と
い
う
こ

と
」、「
こ
の
学
び
の
姿
勢

を
、
意
識
的
に
身
に
つ
け

て
」「
自
分
の
あ
た
ま
で
考

え
る
」
こ
と
の
重
要
性
を
強

調
し
て
い
る
（
同
著
『
マ
ル

ク
ス
の
か
じ
り
方
』）。
今
ま

さ
に
、
自
分
の
頭
で
考
え
る

こ
と
が
重
要
だ
。

「
安
全
」？「
直
ち
に
」？

鵜
呑
み
す
る
の
は
危
険
！

　

「
安
全
だ
」「
た
だ
ち
に

人
体
に
影
響
を
与
え
る
も
の

で
は
な
い
」。
政
府
や
東

電
、
御
用
学
者
や
マ
ス
コ
ミ

な
ど
が
連
発
し
た
言
葉
だ
。

　

原
子
力
村
に
よ
る
ウ
ソ
と

ヤ
ラ
セ
ま
で
し
た
情
報
操
作

が
暴
露
さ
れ
、
多
く
の
国
民

が
自
分
の
頭
で
考
え
よ
う
と

し
始
め
て
い
る
。一
方
で
、ま

だ
ま
だ
無
批
判
な
報
道
に
惑

わ
さ
れ
て
い
る
人
も
多
い
。

　

と
り
わ
け
、
橋
下
知
事
の

発
言
へ
の
報
道
を
鵜
呑
み
に

は
で
き
な
い
。
大
損
害
を
与

え
た
Ｗ
Ｔ
Ｃ
問
題
に
「
購
入

時
は
」「
最
善
の
判
断
を
し

た
」（
８
月
31
日
付
「
毎

日
」）
と
、
当
時
か
ら
防
災

面
で
問
題
あ
り
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
こ
と
に
橋
下
知
事
は

頬
か
む
り
。
一
部
の
メ
デ
ィ

ア
が
批
判
的
に
報
道
す
る
と

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
攻
撃
。

　

基
本
条
例
案
の
問
題
点
を

社
説
で
書
い
た
新
聞
社
へ
の

攻
撃
な
ど
は
、
読
む
に
堪
え

ら
れ
な
い
。「
自
分
は
正
し

い
」
を
前
提
に
、「
上
司
で

あ
る
知
事
を
疑
う
な
」
と
、

職
員
が
「
自
分
の
頭
で
考
え

る
」
こ
と
を
権
力
（
条
例
）

で
抑
え
込
も
う
と
し
て
い

る
。
こ
れ
で
良
い
仕
事
が
で

き
る
の
か
。

　

電
力
会
社
等
は
、
原
発
に

批
判
的
な
安
斎
育
郎
氏
な
ど

を
「
圧
殺
」
し
て
き
た
（
安

斎
育
郎
著
『
福
島
原
発
事

故
』）。「
安
全
神
話
」
創
作

過
程
と
同
じ
こ
と
を
繰
り
返

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

マ
ル
ク
ス
の
姿
勢
に
学
び

自
分
の
頭
で
考
え
よ
う

　

マ
ル
ク
ス
は
、
ア
ダ
ム
・

ス
ミ
ス
や
リ
カ
ー
ド
な
ど
の

古
典
経
済
学
の
仕
事
を
継
続

し
、「
こ
の
理
論
を
厳
密
に

基
礎
づ
け
、
そ
れ
を
終
始
一

貫
し
て
発
展
さ
せ
た
」（
レ

ー
ニ
ン
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の

三
つ
の
源
泉
と
三
つ
の
構
成

部
分
」）。
人
類
が
築
き
上
げ

て
き
た
過
去
の
英
知
を
批
判

的
に
検
証
し
、
資
本
主
義
の

現
状
を
自
分
の
目
で
確
か

め
、
自
分
の
頭
で
考
え
て
出

来
上
が
っ
た
の
が
『
資
本

論
』
だ
。

　

マ
ル
ク
ス
の
こ
の
姿
勢
が

重
要
。
人
類
の
英
知
に
学
ば

な
い
自
分
勝
手
な
姿
勢
は
、

危
機
を
招
く
だ
ろ
う
。

「
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船
―
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船
―
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丸
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語
22　
　
　

　
　
　

  
88

す
べ
て
を
疑
え
、

　
　
　
　
　

自
分
の
頭
で
考
え
ろ

大
阪
府
職
労
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大
阪
府
職
労
執
行
委
員　

小
山　

国
治

小
山　

国
治

応　　募　府職労本部まで
締め切り　10月25日（火）　

　正解者の中から抽選で５人の方に図書カード（1000円分）を
進呈します。①解答②お名前③支部分会職場名④最近のできご
とやメッセージを書いて、府職労本部まで、届けて下さい（は
がき、メールやファックスも可）。当選者は、次の１日号で発
表します。メッセージは、つぶやきに採用させていただくこと
がありますので、匿名希望の方は、その旨お書き添え下さい。

　カギを解き、二重ワクに入る文
字をアルファベット順に並べてで
きる言葉は何でしょう。

クロスワードクイズクロスワードクイズ
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剣
術
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達
人
。
―
―
伝

　

い
つ
も
昼
、
食
事
す
る
店
の

女
店
主
。「
来
年
４
月
か
ら
府

税
事
務
所
が
引
っ
越
し
で
な
く

な
る
っ
て
。
そ
れ
で
な
く
て
も

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
も
な
く
な
っ
て

こ
の
あ
た
り
寂
し
く
な
っ
た
の

に
」
と
嘆
き
の
声
。
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さ
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読
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つ
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や
き

　

つ
ぶ
や
き

府職労府職労 のご案内のご案内定例法律相談定例法律相談
顧問弁護士 城塚健之 先生

11月８日（火）午後２時～４時
　府職労では、毎年６回、顧問弁護士による定例無料法律相
談を実施しています。毎年１・３・５・７・９・11月の第２
火曜日を予定しています。
　１回、１人30分、４名をメドとしています。
◉相談の申し込みは、11月７日（月）午前中までに
　電話（06－6941－3079）で府職労本部福祉法制部まで
　申し込んで下さい。
＊なお当日は、相談時間の10分前には、府職労本部書記局ま
でお越しください。

マ
ル
ク
ス
が
娘
た
ち
の
質
問
に
答
え
た
メ
モ

◎◎大阪中央・総合教室
10月７日～　毎週金曜日　関西勤労協会議室（森ノ宮）

◎◎真実を見抜く力を身につける哲学教室
10月４日～　毎週火曜日　関西勤労協会議室（森ノ宮）

◎◎『資本論』読めるかな？読みたいな！教室
10月６日～　毎週木曜日　関西勤労協会議室（森ノ宮）

◎◎「いま15年戦争を問う」日本近現代史教室
10月５日～　毎週水曜日　関西勤労協会議室（森ノ宮）

☆☆「社会を変える力を身につける」堺教室
10月５日～　毎週水曜日　サンスクエア堺

☆☆北河内（寝屋川）総合教室
10月７日～　毎週金曜日　寝屋川市職員会館[予定]

☆☆「社会を変える力を身につける」八尾・柏原教室
10月６日～　毎週木曜日　プリズムホール

☆☆「真実を見抜き、どう生きるかを考える」西淀川教室
 10月３日～　毎週月曜日　西淀川労連会議室（そよかぜ薬局３Ｆ）

　第169期関西労働学校が10月から開校されます。
　震災、原発事故…今、科学的な見方が問われるなかで、人
間らしく生きるためには…。労働学校で、ぜひ学びましょう。

各教室とも毎週１回、全10回　＊講義時間は午後６時30分～８時30分

関西勤労者教育協会　☎ 06-6943-1451　FAX 06-6942-3923
問合せ


